
浜田市定住自立圏共生ビジョン 成果指標一覧

１　生活機能の強化に係る取組

A　医療

エ　へき地医療確保体制の充実

1
浜田市国民健康保険診療所の常勤
医師数の増加（へき地診療所等5施
設）

6人役 6人役 5人役 C 健康医療対策課

B　福祉

ア　子育て支援環境の整備

2
幼児教育センターが実施する研修
参加者数
（令和4～7年度の累計）

年間0人 累計480人 233人 A
子ども・子育て

支援課

3
病児・病後児保育室利用者数の増
加
（年間延べ利用者数）

16人 150人 241人 A
子ども・子育て

支援課

4
第3子以降新生児子育て応援金交付
件数の増加
（令和4～7年度の累計）

年間0件 累計350件 134件 B
子ども・子育て

支援課

5
地域子育て支援拠点利用者数の増
加
（年間延べ利用者数）

17,246人 19,500人 23,380人 A
子ども・子育て

支援課

イ　高齢者・障がい者福祉サービスの充実

6
要介護認定率増加の抑制（要介護
者のみ）

18.4% 19.3% 17.9% A 健康医療対策課

7
認知症サポーター養成講座受講者
数の増加

7,392人 8,400人 8,310人 A 健康医療対策課

8
市民後見人養成講座修了者数の増
加

108人 160人 137人 B 健康医療対策課

9 シルバー人材センター会員の確保 429人 519人 420人 B 健康医療対策課

10 地域生活支援拠点の整備 0か所 1か所 1か所 評価しない 地域福祉課

11 福祉施設から一般就労への移行 4人 20人 10人 B 地域福祉課

取組
政策分野
施策

進捗
評価

担当課
策定時
現状値

2025年度
目標値

2023年度
実績値

成果指標
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12
手話通訳奉仕員登録者数の増加
（手話通訳士・者含む）

62人 84人 87人 A 地域福祉課

C　教育

ア　読書活動の強化

13
市人口に対する図書館利用者カー
ド登録者の増加

42.5% 45.0% 58.4% A 教育総務課

14
市民一人当たりの図書貸出冊数の
増加

4.9冊 5.5冊 5.1冊 B 教育総務課

D　産業振興

ア　観光振興

15
観光入込客数の増加
（令和4～7年度の累計）

年間
938,866人

累計
6,722,000

人

2,882,999
人

B 観光交流課

16
宿泊客数の増加
（令和4～7年度の累計）

年間
209,006人

累計
879,000人

564,500人 A 観光交流課

17
合宿等誘致人数の増加
（令和4～7年度の累計）

年間478人
累計

13,800人
5,424人 B 観光交流課

18
石見神楽定期公演の入場者数の
増加
（年間平均入場者数）

33人 100人 46人 B 観光交流課

イ　地域ブランド化

19
新規「どんちっち」ブランド加盟
業者数の増加
（令和4～7年度の累計）

年間3店 累計22店 4店 C 水産振興課

20
３果樹の農業産出額の増加
（令和4～7年度の累計）

年間
107,182千

円

累計
680,000

千円

367,289千
円

A 農林振興課

21

有機野菜栽培面積（有機ＪＡＳ圃
場面積）の拡大
（令和4～7年度の累計）
（目標値見直し）

年間0㎡
累計

62,000㎡
-14,414㎡ C 農林振興課

E　環境

ア　地球温暖化対策の推進

22
住宅用太陽光発電設備設置件数の
増加
（令和4～7年度の累計）

年間3件 累計30件 13件 A 環境課
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23
公共施設等における太陽光発電設
備の新規設置数の増加
（令和4～7年度の累計）

年間0施設
累計20施

設
1施設 A 環境課

24
地域が開催する環境関連イベン
ト・講座の開催回数の増加
（令和4～7年度の累計）

年間9回 累計60回 17回 B 環境課

イ　ごみの減量化や資源化の推進

25
総ごみ排出量の減少
（年間の総ごみ排出量）

19,370t 17,455t 16,843t A 環境課

26 ごみのリサイクル率の増加 20.27% 21.40% 19.77% B 環境課

F　防災

ア　安全で安心なまちづくり

27 自主防災組織の組織率の増加 68.2% 90.0% 73.9% B 防災安全課

28
防災出前講座の開催回数の増加
（令和4～7年度の累計）

年間66回 累計400回 228回 A 防災安全課

29
総合防災訓練等への自主防災組織
の参加率

22.8% 70.0% 75.5% A 防災安全課

30
防犯出前講座の開催回数の増加
（令和4～7年度の累計）

年間1回 累計160回 24回 C 防災安全課

２　結びつきやネットワークの強化に係る取組

A　地域公共交通

ア　地域公共交通網の連携と生活交通の確保

31
交通手段の確保に取り組むまちづ
くり活動団体数の増加

3団体 18団体 18団体 A 地域活動支援課

32
敬老福祉乗車券交付事業の申請者
数の増加
（令和4～7年度の累計）

年間3,176
人

累計
16,000人

6,668人 B 地域活動支援課

33 生活路線バスの利用者数の維持 22,760人
22,760人

以上
32,617人 A 地域活動支援課

34
予約型乗合タクシーの利用者数の
維持

3,816人
3,816人以

上
3,116人 C 地域活動支援課
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35
環境整備を実施したバス停数の増
加
（目標値見直し）

6か所 13か所 15か所 A 地域活動支援課

36
公共交通利用促進策の増加
（令和4～7年度の累計）

年間1事業
累計14事

業
5事業 B 地域活動支援課

B　デジタル・ディバイドの解消に向けたICTインフラ整備

ア　携帯電話不感地域の解消

37
インターネット加入件数の増加
（目標値見直し）

3,650件 4,500件 4,848件 A 政策企画課

C　道路等の交通インフラの整備

ア　生活幹線道路の整備

38
市道浜田527号線道路改良 （整備
延長450ｍ）

50% 100% 48% B 建設整備課

39
市道小国峠線道路改良
（橋梁架け替え1橋）

0% 100% 15% B 建設整備課

40
市道戸地線道路改良
（整備延長1,400ｍ）

31% 55% 41% B 建設整備課

41
市道門田線道路改良
（整備延長675ｍ）
（目標値見直し）

40% 64% 57% A 建設整備課

42
市道白砂1号線道路改良
（整備延長1,400ｍ）

70% 80% 72% B 建設整備課

43 三隅益田道路の整備 51% 100% 80% B 建設企画課

D　地域の生産者や消費者等の連携による地産地消

ア　地産地消の推進

44
学校給食での地域食材利用率の増
加

61.9% 80.0% 85.8% A 教育総務課
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E　地域内外の住民との交流・移住促進

ア　定住施策の充実

45 Ｕ・Ｉターン相談件数の増加 327件 408件 841件 A
定住関係人口推

進課

46
Ｕ・Ｉターン者数の増加
（令和4～7年度の累計）

年間209人 累計840人 395人 B
定住関係人口推

進課

47 浜田応援団員数の増加 125人 200人 173人 A
定住関係人口推

進課

48
関係人口による応援活動件数の
増加
（令和4～7年度の累計）

年間10件 累計40件 33件 A
定住関係人口推

進課

イ　空き家の利活用

49
空き家バンク登録件数の増加
（年間登録物件数）

74件 90件 75件 B
定住関係人口推

進課

50
空き家バンク登録物件に係る契約
件数の増加
（年間契約物件数）

53件 65件 60件 A
定住関係人口推

進課

３　圏域マネジメント能力の強化に係る取組

A　宣言中心市等における人材の育成

ア　人材の育成

51
人材育成研修会等の開催回数の増
加
（令和4～7年度の累計）

年間2回 累計24回 11回 B 地域活動支援課

52

大学等高等教育機関と連携したま
ちづくり推進事業補助金の申請件
数の増加
（令和4～7年度の累計）

年間1件 累計28件 21件 A 地域活動支援課

53
島根県立大学との共同研究実施件
数の維持
（令和4～7年度の累計）

年間6件
累計24件

以上
13件 A 地域活動支援課

54
共同研究等の成果を活用した事
業数の増加
（令和4～7年度の累計）

年間2事業 累計12事業 6事業 A 地域活動支援課

55
政策や方針決定過程における女性
の参画人数の増加

23.5% 40.0% 28.4% B
人権同和教育啓

発センター

56
政策や方針決定過程における女性
の参画拡大

78.0% 100.0% 82.9% B
人権同和教育啓

発センター
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定住自立圏における具体的な取組についての進捗状況

１　生活機能の強化に係る取組

A　医療

ア　 医師・医療従事者の確保

医療従事者の確保

イ 　地域医療ネットワークの充実

「かかりつけ医」の普及・定着の推進

ウ　救急医療体制の充実

救急医療体制の充実

主な事業
□地域医療連携事業【医療従事者の育成に向けた支援】
□看護学校学生等修学資金貸付事業
□リハビリテーションカレッジ島根支援事業
□浜田医療センター附属看護学校支援事業

2023年度
主な取組と成果
（健康医療対策課）

○地域医療や総合診療に関心のある医師や医学生の研修受け入れに取り組みました。
○医師招へいに関しては、新たに医師確保対策事業を始め、医師募集のリーフレット作成
や視察対応を行いました。中高生の医療体験実習や、医学生・看護学生との意見交換会を
開催し繋がりを深めました。

主な事業
□地域医療連携事業【地域医療に対する啓発活動】

2023年度
主な取組と成果
（健康医療対策課）

○多職種連携による勉強会を通じて関係機関との連携を図りました。

今後の展開
（健康医療対策課）

○医師確保に向け専攻医を受け入れ、育成に取り組みます。
○つながりのできた医師を訪問することで新たな医師招致に繋げます。

総合振興計画
主要施策

総合振興計画
主要施策

今後の展開
（健康医療対策課）

○在宅医療の観点から医師会等関係医療機関との連携を図ります。

主な事業
□休日診療所管理運営費

2023年度
主な取組と成果
（健康医療対策課）

○休日での一次医療の役割を担うとともに、中核病院の担う救急医療への集中を緩和する
ことで、市民に対して適切な医療提供を行う体制の維持に寄与しました。

今後の展開
（健康医療対策課）

○引き続き休日における一次医療の役割を果たします。

総合振興計画
主要施策
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エ　へき地医療確保体制の充実

へき地医療体制の充実

策定時
現状値

（2020年度）
目標値

（2023年度）
実績値

（2023年度）
達成率
（％）

進捗評価

1 6人役 6人役 5人役 - C

主な事業
□地域医療連携事業【医療従事者等の充実】

2023年度
主な取組と成果
（健康医療対策課）

○島根県や島根大学医学部附属病院、浜田市医師会等へ支援をお願いし、代診医を派遣い
ただくことで診療日数を減らすことなく運営し、医療サービスの提供を行いました。

今後の展開
（健康医療対策課）

○2023年度は、県内各所から多くの代診医の派遣により医療体制が維持されました。
○2024年度より島根県から自治医科大学卒業の医師の派遣が実現しました。
○これまでの医師育成などの取組みから、2024年10月より専攻医を受け入れることが決ま
りました。
○継続して専攻医の受入れができるよう、引き続き医学生や臨床研修医への働きかけを続
けます。
○島根県から医師の派遣により医療サービスの維持ができている間に、専攻医の継続受入
れや常勤医確保を行い、持続可能な体制を構築します。

総合振興計画
主要施策

代表的な目標

国民健康保険診療所の医師数の維持
(中山間地域の医療を支える診療所の医師数)

5 5

6 6 6
6

0

1

2

3

4

5

6

7

2022 2023 2024 2025

国民健康保険診療所の医師数の維持

実績

目標
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B　福祉

ア　子育て支援環境の整備

健やかな育ちに向けた支援

ゆとりある子育てへの支援

安心・安全な子育て環境の整備

総合振興計画
主要施策

総合振興計画
主要施策

2023年度
主な取組と成果

（子ども・子育て支援課）

○出会い・結婚・出産・子育て応援事業所認定事業については、2事業所に認定証を交付し
ました。
○地域子育て支援拠点施設でのファミリー・サポートの援助活動を積極的に実施しまし
た。依頼会員・提供会員共に安心して援助活動ができるとの声をいただき、子育て支援の
環境づくりにつながりました。

今後の展開
（子ども・子育て支援課）

○引き続き出会い・結婚・出産・子育て応援事業所認定事業の周知に取り組みます。
○ファミリー・サポート制度の周知を引き続き行い、子育てに関する講習会や意見交換会
等を充実させ、提供（まかせて）会員の増加を目指します。

今後の展開
（子ども・子育て支援課）

○引き続き教育・保育施設の研修に浜田市幼児教育センターの職員を派遣するなど、市全
体の保育・教育の質の向上に向けて取り組みます。
○2024年度から母子保健機能（旧子育て世代包括支援センター）及び児童福祉機能（旧子
ども家庭総合支援拠点）双方の機能を一体的に行う「こども家庭センター」を設置し、母
子保健・児童福祉の両機能の連携・協働を深め、より一層切れ目のない支援を実施しま
す。

主な事業・取組
□安心お産応援事業
□乳幼児等健康診査事業
□保育所入所受入促進事業
□次世代育成支援事業
□放課後児童クラブ設置事業
□子育て支援センター運営事業
□地域子育て支援拠点事業
□子育て世代包括支援センター事業

2023年度
主な取組と成果

（子ども・子育て支援課）

○2023年度に浜田市幼児教育センターを新設しました。市内教育・保育施設の研修等に幼
児教育専門アドバイザーを派遣し、保育・教育の質の向上のための講演会及び演習等を行
いました。（派遣施設：22施設、研修参加者：延べ233人）
○妊娠期から子育て期にわたり切れ目のない支援を実施しました。特に、産後ケア事業に
ついては、対象者を「産後ケアを必要とするもの」とし、産後1年以内の母親に対し7回ま
で利用できるよう拡充し支援体制を強化しました。

総合振興計画
主要施策

2023年度
主な取組と成果

（子ども・子育て支援課）

○保育環境の改善のため、園の建て替えを行う保育所に対して事業費の一部を補助しまし
た（1施設）。また、保育士の専門性向上を目的とした研修会を幼児教育センターが中心と
なり実施しました（幼小連携・接続研修）。
○新生児子育て応援金支給事業については、第1子81人、第2子99人、第3子以降58人の申請
を受け、総額26,400千円の支給を行いました。

今後の展開
（子ども・子育て支援課）

○引き続き必要な施設整備に対する補助を実施するとともに浜田市幼児教育センターが中
心となり、保育士の専門性の向上を図ります。
○新生児子育て応援金支給事業については、引き続き市民への周知に取り組みます。
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策定時
現状値

（2020年度）
目標値

（2023年度）
実績値

（2023年度）
達成率
（％）

進捗評価

2 年間0人 160人 233人 145.6% A

3 16人 177人 241人 136.2% A

4 年間0件 170件 134件 78.8% B

5 17,246人 19,500人 23,380人 119.9% A
地域子育て支援拠点利用者数の増加
(地域子育て支援拠点（4施設）を利用した親と子の年間
延べ利用者数)

代表的な目標

幼児教育センターが実施する研修参加者数
(2023年度設置予定の浜田市幼児教育センターが実施する
研修参加者数の令和5～7年度の累計)

病児・病後児保育室利用者数の増加
(病児・病後児保育室の年間延べ利用者数)

第3子以降新生児子育て応援金交付件数の増加
(新生児子育て応援金（第3子以降）交付件数の令和4～7
年度の累計)
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イ　高齢者・障がい者福祉サービスの充実

地域包括ケアシステムの構築

介護予防と生活支援体制の充実

認知症高齢者支援施策の充実

総合振興計画
主要施策

総合振興計画
主要施策

2023年度
主な取組と成果
（健康医療対策課）

○介護予防普及啓発事業として、百歳体操を中心に通いの場を通じて運動普及の周知を図
るとともに、高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施により、医療・介護・予防取組を
データに基づき、地域での健康教室に活かした取組ができました。また医療未受診、検診
未受診者に対しての把握訪問、介護予防把握事業における基本チェックリストを活用した
事業を展開することで個別に支援の必要な方への対応を実施しました。

今後の展開
（健康医療対策課）

○地域住民主体の介護予防事業を地域介護活動支援補助金等を活用しながら引き続き実施
します。また通いの場を通じてあらゆる場での健康教室を実施します。生活支援体制整備
事業については、まちづくりコーディネータ―と連携しながら地域の課題の応じ、既存の
もの、新規のものとをマッチングさせながら高齢者の生活支援体制整備を行っていきま
す。

主な事業
□地域包括支援センター運営事業
□介護予防・日常生活支援総合事業
□地域生活支援事業【相談支援事業】
□地域生活支援事業【基幹相談支援センター運営事業委託】
□高齢者福祉サービス事業
□在宅介護支援事業
□介護予防教室開設準備経費等支援事業
□高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業
□包括的支援事業

2023年度
主な取組と成果
（健康医療対策課）

○地域包括支援センターの機能強化として①介護予防ケアマネジメント業務②総合相談支
援事業③権利擁護業務④包括的・継続的ケママネジメント支援業務を社会福祉協議会に委
託しています。主には総合相談窓口として、高齢者とその家族及び地域住民にとって身近
な相談拠点として高齢者に関する相談に適切に対応するとともに、社会資源の把握、関係
機関との連携等のネットワークの構築や市民ニーズの把握を総合的に実施しました。

今後の展開
（健康医療対策課）

○総合相談支援体制の強化とともに、高齢者とその家族及び地域住民の身近な相談拠点に
合わせて専門職、民生委員、生活支援コーディネーター等と連携し地域の課題解決に向け
て包括ケアを推進して行きます。

総合振興計画
主要施策

2023年度
主な取組と成果
（健康医療対策課）

○サポーター養成数は高齢者福祉計画の目標値を達成し、地域での認知症の方、その家族
を支える体制づくりを強化しました。あわせて、チームオレンジ、認知症カフェの活動の
周知啓発を行いました。また、高齢者の総合相談をふまえ権利擁護についての相談体制及
び人材育成のための市民後見人養成講座及びフォローアップ研修を浜田社会福祉協議会と
連携し、開催しました。

今後の展開
（健康医療対策課）

○サポーター養成講座の開催の継続と、認知症施策を総合的に展開するために、認知症地
域支援推進員の増員及び、外部委託することで認知症に対する正しい知識の普及啓発、子
どもから高齢者まで世代を超えての学びの場を確保できるように勤めます。
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生涯現役のまちづくり

地域における障がい福祉サービスの充実

障がいのある人一人一人の自立と社会参加の促進

共に生きるバリアフリー社会の実現

策定時
現状値

（2020年度）
目標値

（2023年度）
実績値

（2023年度）
達成率
（％）

進捗評価

6 18.4% 18.9% 17.9% - A

7 7,392人 8,000人 8,310人 103.9% A

8 108人 145人 137人 94.5% B

9 429人 479人 420人 87.7% B

10 0か所 1か所 1か所 100.0%

評価
しな
い

2023年度
主な取組と成果

（地域福祉課）

○浜田市障がいのある人もない人も共に生きることができるまちづくり条例の理念に基づ
き、手話通訳の派遣事業や障がい者雇用優良事業所顕彰事業表彰等を実施し、障がいのあ
る人もない人もお互いに理解し合える共生社会の実現に努めました。
○浜田市健康福祉フェスティバルにおいて、障がい者等への理解を深めるために講演会等
事業を実施し、普段イベントに足を運ばれない方に来場いただくことで福祉の推進を図り
ました。

今後の展開
（地域福祉課）

○関係機関等と連携の上、より多くの方に障がいの理解が深まるよう事業推進を図りま
す。
○2024年度から、浜田市障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例に基づく市
長表彰事業を新たに実施し、障がいに対する理解を広げ、不当な差別的取扱いを無くすた
め市民の模範となる行為を行った方を表彰することで、障がいに対する理解を深めます。

総合振興計画
主要施策

総合振興計画
主要施策

2023年度
主な取組と成果

（地域福祉課）

○関係機関と連携の上、支援が必要な児童等の早期発見に努め、早い段階から適切なサー
ビスが受けられる体制整備を行いました。
○浜田圏域自立支援協議会における就労支援部会を中心として、就労支援団体、事業所、
養護学校、職安のほか、市内一般企業などと定期的に情報共有を行い、障がいがある人の
就労促進を行いました。

今後の展開
（地域福祉課）

○引き続き浜田圏域自立支援協議会における就労支援部会を中心として関係機関等と連携
を行い、市内一般企業とも顔の見える関係づくりを行うことで官民一体の支援を目指しま
す。

総合振興計画
主要施策

2023年度
主な取組と成果

（地域福祉課）

○2023年10月から浜田圏域自立支援協議会において「まちづくりワーキング」を立上げ、2
か月に1回会議を開催することにより、事例検討を中心として、地域生活支援拠点等整備事
業の推進を図りました。

今後の展開
（地域福祉課）

○引き続き事例検討を中心として支援方法の検討や課題整理等を行い、制度のブラッシュ
アップに努めます。

認知症サポーター養成講座受講者数の増加
(認知症の人と家族を地域で見守る応援者養成講座の受講
者の総数)

市民後見人養成講座修了者数の増加
(親族後見人と専門職後見人の中間的存在として位置付け
られる市民後見人養成講座の修了者の総数)

シルバー人材センター会員の確保
(浜田市シルバー人材センターに登録された会員数)

地域生活支援拠点の整備
(障がい者の地域生活を支援する機能を集約した拠点数)

代表的な目標

要介護認定率増加の抑制（要介護者のみ）
(65歳以上の高齢者のうち、要介護1から5までに該当する
認定者の割合)

総合振興計画
主要施策

2023年度
主な取組と成果
（健康医療対策課）

○コロナ禍で高齢者の活動が難しくなり、活動の継続維持が課題となっています。生涯現
役のまちづくりを推進するため、浜田市高齢者クラブ連合会を通して、健康づくりや各種
スポーツ大会、子どもや高齢者の見守り活動に対する支援を行いました。また、浜田市シ
ルバー人材センターを通じて、高齢者の能力が発揮できる就業の場の確保に努めました。

今後の展開
（健康医療対策課）

○高齢者クラブを地域づくりの担い手として位置付け、高齢者の社会参加や生きがい対策
の取組を支援します。また、シルバー人材センターについても地域の高齢者が働くことを
通じて社会貢献を目的としており引き続き会員確保等の支援を行います。
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11 4人 12人 10人 83.3% B

12 62人 73人 87人 119.2% A
手話通訳奉仕員登録者数の増加（手話通訳士・者含む）
(手話通訳奉仕員登録者数)

福祉施設から一般就労への移行
(就労系の障がい福祉サービスから一般就労へ移行した者
の数（単年度）)
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C　教育

ア　読書活動の強化

図書館サービスの充実

策定時
現状値

（2020年度）
目標値

（2023年度）
実績値

（2023年度）
達成率
（％）

進捗評価

13 42.5% 45.0% 58.4% 129.8% A

14 4.9冊 5.3冊 5.1冊 96.2% B

総合振興計画
主要施策

代表的な目標

市人口に対する図書館利用者カード登録者の増加
(市民の図書館利用者カード登録者の割合)

市民一人当たりの図書貸出冊数の増加
(市民一人当たりの年間の図書貸出冊数)

主な事業
□図書館管理運営費【図書館ネットワークシステム】
□図書館管理運営費【移動図書館車】
□学校司書等配置事業

2023年度
主な取組と成果

（教育総務課）

○多様な分野の図書収集に努めました。
蔵書数は、297,709冊から303,426冊と5,717冊増えました。
○レファレンスサービス向上を目指し、職員を対象に県立図書館の講師によるレファレン
ス研修を実施したほか、郷土資料研修を行いました。
○開館10周年記念事業としてボランティア団体と協働して各種イベントや館内展示などを
行い、子どもから大人まで多くの方に来館いただくなど読書活動の推進に取り組みまし
た。

今後の展開
（教育総務課）

○引き続き、幅広い利用者ニーズに応えるよう蔵書の充実を図るとともに、レファレンス
サービスの向上に取り組みます。
○ボランティア団体との連携を図り、読書活動推進事業に取り組みます。

55.1% 58.4%

45.0% 45.0% 45.0% 45.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

2022 2023 2024 2025

市人口に対する図書館利用者カード登録者の

増加

実績

目標
5.1 5.1

5.2 
5.3 

5.4 5.5 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

2022 2023 2024 2025

市民一人当たりの図書貸出冊数の増

加

13



D　産業振興

ア　観光振興

滞在型観光の推進と受入体制の確保

イベント等の開催や合宿等の誘致

「石見神楽交流人口」の拡大
総合振興計画

主要施策

2023年度
主な取組と成果

（観光交流課）

○石見神楽については、市の貴重な文化資源であるとともに、観光戦略においても重要な
柱として、石見神楽の魅力発信により認知度を向上させ、誘客に繋がるよう振興を図りま
した。
○認知度向上対策として、東京富岡八幡宮での石見神楽上演や御堂筋ランウェイへ出演し
ました。また、石見神楽のものづくり文化や歴史的背景を詳しく取り上げた石見神楽パン
フレットを新しく製作しました。
○市への誘客の取組みとしましては、石見神楽産業を巡るツアーの造成やアクアスなど他
の観光資源と石見神楽を掛け合わせたイベントを実施しました。
○浜田の夜神楽週末公演の来場者数については、年間来場者数が昨年に比べ約10％増加し
ましたが、目標の数値を達成できませんでした。
　・浜田の夜神楽週末公演（1回公演平均46人、県外率56％）
　・石見神楽出張上演　37回
　・日本遺産石見神楽保存・継承支援事業補助金（7団体採択、　12,816,000円）

今後の展開
（観光交流課）

○引き続き、浜田の夜神楽週末公演や石見神楽出張上演事業を行うとともに、2025年の関
西・大阪万博を契機としたインバウンド需要も見据えたプロモーション活動や神楽産業を
巡るツアーの販路開拓を行い、石見神楽のファン拡大に取り組みます。
○また、日本遺産石見神楽保存・継承支援事業補助金等による神楽団体、神楽産業の振興
に取り組みます。

主な事業・取組
□石見神楽振興事業
□合宿等誘致事業

2023年度
主な取組と成果

（観光交流課）

○「石見神楽」を軸として「温泉」「食」の魅力を観光協会と連携して情報提供を行いま
した。
○特に温泉については、官民一体でＰＲに努め、温泉総選挙2023において、美又温泉がう
る肌部門で1位、旭温泉がリフレッシュ部門で2位となり、すぐれた泉質を全国に周知でき
ました。
○観光協会が浜田ならではのさしみ醤油を活用した新たな特産品として「さしみ醤油キャ
ラメル」を開発・販売することで自主財源を確保し、体制の強化につながりました。
○千畳苑については、民間譲渡に向けた不動産鑑定を行いました。
○「食」は、地域活性化起業人による情報発信、ＰＲ事業、イベント等を行いました。

今後の展開
（観光交流課）

○滞在型観光推進を図るため、「石見神楽」「温泉」「食」の魅力を感じ、地域をよりよ
く知ってもらうような取組と情報発信に努めます。
○観光協会については、販売を開始した「さしみ醤油キャラメル」に続く商品の開発に取
り組むとともに、既存事業の見直しを検討し、受け入れ態勢の充実を図ります。
○千畳苑については、民間のノウハウを活用した、より魅力的な施設運営の実現に向け、
2026年4月の譲渡に向けた譲渡先の選定を行います。
○「食」については、引き続き地域活性化起業人と連携し、事業の充実や新たな取組を周
知し、「食」の魅力向上を図ります。

総合振興計画
主要施策

総合振興計画
主要施策

2023年度
主な取組と成果

（観光交流課）

○新型コロナウイルス感染症が感染症法の5類に移行されたことに伴い、これまで入場制限
等を設け実施していた各種イベントを通常開催としました。
また、「島根イタリー」や「ラーメンフェスティバル」など新たなイベントを実施し、市
外、県外からの誘客に努めました。このほか合宿誘致の利用者拡大のため、広島市の団体
や大学を訪問し、制度を周知しました。

今後の展開
（観光交流課）

○新型コロナウイルス感染症の影響前までの交流人口の回復に向け、内容の見直しを行い
ながら、持続可能で魅力あるイベントの開催に取り組みます。合宿誘致についても既存の
支援内容を精査し、市内宿泊施設への誘客に努めます。
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地域間交流、国際交流の推進

策定時
現状値

（2020年度）
目標値

（2023年度）
実績値

（2023年度）
達成率
（％）

進捗評価

15
年間

938,866
人

3,270,000 2,882,999 88.2% B

16
年間

209,006
人

426,000 564,500 132.5% A

17
年間478

人
6,700人 5,424人 81.0% B

18 33人 80人 46人 57.5% B

2023年度
主な取組と成果

（観光交流課）
（定住関係人口推進課）

○島村抱月が作曲したカチューシャの唄を縁とした交流を行う「ララ会」や驛鈴を通じた
交流を行う「驛鈴でつなぐ友好の会＊浜田」の相互交流を支援し、交流人口の拡大を図り
ました。（観光交流課）
○「食」は、地域活性化起業人による情報発信、ＰＲ事業、イベント等を行いました。
（観光交流課）
○国際交流活動を行う民間団体へ支援を行いました。（定住関係人口推進課）

今後の展開
（観光交流課）

（定住関係人口推進課）

○活動団体の相互交流の一層の推進を引き続き支援することで、交流人口の拡大を図りま
す。（観光交流課）
○浜田市と邑南町との「食」を通じた観光・文化交流協定に基づき地域活性化起業人と連
携を強化し、事業の充実と新たな取組を検討します。（観光交流課）
○引き続き民間団体へ支援を行うとともに、活動内容について相談に応じ、多文化共生社
会の実現に努めます。（定住関係人口推進課）

総合振興計画
主要施策

代表的な目標

観光入込客数の増加
(市内主要施設等の年間（1月～12月）観光入込客数の令
和4～7年の累計)

宿泊客数の増加
(市内のホテル・旅館・民宿等の年間（1月～12月）宿泊
者数の令和4～7年の累計)

合宿等誘致人数の増加
(合宿等誘致促進事業の年間利用人数の令和4～7年度の累
計)

石見神楽定期公演の入場者数の増加
(年間平均入場者数)
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イ　地域ブランド化

販路拡大対策

儲かる農業の推進

総合振興計画
主要施策

主な事業・取組
□「山陰浜田港」水産物ブランド化推進事業
□内水面漁業振興事業
□担い手等育成支援事業【産地振興事業】
□有機野菜等農業用ハウス整備支援事業

2023年度
主な取組と成果

（水産振興課）

○どんちっちブランドは、2024年3月に生産者、仲買事業者及び市担当者が豊洲市場の大卸
事業者を訪問し、意見交換を行うとともに、シーズンを迎える「どんちっちアジ」の更な
る販売促進をお願いしました。
○「浜田港四季のお魚」に認定される「アンコウ」のＰＲとして、Sea級グルメ全国大会in
沼津に「浜田アンコウとノドグロ旨み焼売」を出品し、水産ブランドのＰＲを行いまし
た。
○水産物についての理解を深め、魚食の推進を図るため、お魚検定「山陰浜田港びぃびぃ
マスター検定」を開催しました。
○上記のほか、四季のお魚カレンダーの作成やＢＢ大鍋フェスティバルなどのイベント開
催支援、市外で開催されるイベントでの水産物のＰＲ販売などを展開し、水産ブランドの
ＰＲを行いました。

今後の展開
（水産振興課）

○どんちっちブランド加盟業者の増加に向けて、引き続きＰＲ活動等の各種事業を展開し
ます。Sea級グルメ全国大会in境港などの市外・県外のイベント出店、はまだお魚市場周辺
での「水産物と食」をテーマとした各種イベントの実施、お魚検定やお魚料理教室などの
魚食普及活動などを通じて、水産ブランドのＰＲを行います。

今後の展開
（農林振興課）
（商工労働課）

○引き続き、所得目標を達成できる経営体を育成するため、有機農業の普及拡大や、各種
補助事業による支援、就農希望者の確保や新規就農者の育成等を行います。（農林振興
課）
○引き続き、学校給食や市内小中学校でＢＵＹ浜田運動についての周知に努め、浜田産品
の消費拡大を図ります。（商工労働課）

2023年度
主な取組と成果

（農林振興課）
（商工労働課）

○担い手等育成支援について、担い手育成事業を17件（17,760千円）、産地振興事業を19
件（4,179千円）実施しました。（農林振興課）
○ふるさと農業研修生育成事業については、2023年4月に1人（1,800千円）、研修を行いま
した。（農林振興課）
○中核的経営体等育成支援事業については3件（3,721千円）支援しました。
○学校給食でのＰＲや市内小中学校でＢＵＹ浜田についての講習を実施しました。（商工
労働課）

総合振興計画
主要施策
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策定時
現状値

（2020年度）
目標値

（2023年度）
実績値

（2023年度）
達成率
（％）

進捗評価

19 年間3店 12店 4店 33.3% C

20
年間

107,182
千円

340,000 367,289 108.0% A

21 年間0㎡ 22,000㎡ -14,414㎡ -65.5% C

代表的な目標

新規「どんちっち」ブランド加盟業者数の増加
(新規「どんちっち」ブランド加盟業者数の令和4～7年度
の累計)

３果樹の農業産出額の増加
(振興作物（大粒ぶどう、赤梨、西条柿）の農業産出額の
令和4～7年度の累計)

有機野菜栽培面積（有機ＪＡＳ圃場面積）の拡大
(有機野菜栽培の拡大面積の令和4～7年度の累計)
(目標値見直し)
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E　環境

ア　地球温暖化対策の推進

再生可能エネルギーの導入及び省エネルギーの推進

エコライフスタイルの推進

策定時
現状値

（2020年度）
目標値

（2023年度）
実績値

（2023年度）
達成率
（％）

進捗評価

22 年間3件 10件 13件 130.0% A

23
年間0施

設
1施設 1施設 100.0% A

24 年間9回 30回 17回 56.7% B

総合振興計画
主要施策

総合振興計画
主要施策

2023年度
主な取組と成果

（環境課）

○一般市民346人、公共施設37施設へゴーヤ苗とたい肥の配布を行いました。
○学校と連携した環境教育として出前授業と清掃活動を行いました。

今後の展開
（環境課）

○引き続きゴーヤ苗の無料配布を行います。
○学校等と連携し、子どもを対象とした環境教育の場を増やします。

代表的な目標

住宅用太陽光発電設備設置件数の増加
(住宅用太陽光発電設備設置補助金の令和4～７年度の通
算補助件数)

主な事業・取組
□市民と共に学ぶ環境づくり事業
□地域の再エネ導入支援事業

2023年度
主な取組と成果

（環境課）

○太陽光13件、蓄電池23件、木質バイオマス6件の補助を行いました。
○環境啓発番組を計6本制作し、ケーブルテレビで放送、YouTubeで配信を行いました。ま
た、ごみ分別アプリにクイズ・スタンプラリー機能を追加し、市民が脱炭素について学ぶ
環境を整備しました。

今後の展開
（環境課）

○引き続き再生可能エネルギー設備の導入の支援、環境啓発番組の放送・配信、脱炭素ク
イズの配信を行います。
○EV普及の取り組みの一環として公共施設へEV充電器の設置を行います。

公共施設等における太陽光発電設備の新規設置数の増加
(公共施設等における太陽光発電設備の令和4～７年度の
通算新規設置数)

地域が開催する環境関連イベント・講座の開催回数の増
加
(エコライフ推進隊の会員や民間等が開催する環境関連イ
ベント・講座の令和4～7年度の通算開催回数)
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イ　ごみの減量化や資源化の推進

４つの「R」によるごみの減量化の推進

策定時
現状値

（2020年度）
目標値

（2023年度）
実績値

（2023年度）
達成率
（％）

進捗評価

25 19,370t 18,139t 16,843t 107.7% A

26 20.27% 21.20% 19.77% 93.3% B

F　防災

ア　安全で安心なまちづくり

地域防災力の向上

主な事業・取組
□エコライフ推進事業

2023年度
主な取組と成果

（環境課）

○HAMADAごみ分別アプリ等を活用した情報発信に努めました。
○町内会に対し出前講座を実施しました。

総合振興計画
主要施策

ごみのリサイクル率の増加
(（直接資源化量＋中間処理後資源化量）÷総ごみ排出
量)

今後の展開
（環境課）

○引き続き市民に分かりやすい情報発信に努めます。

主な事業・取組
□地域安全まちづくり事業【自主防災組織関係・出前講座】
□防災まちづくり推進事業【自主防災組織関係】

総合振興計画
主要施策

代表的な目標

総ごみ排出量の減少
(年間の総ごみ排出量)
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災害応急活動体制の整備

地域における防犯意識の高揚と犯罪のない地域社会の形成

策定時
現状値

（2020年度）
目標値

（2023年度）
実績値

（2023年度）
達成率
（％）

進捗評価

27 68.2% 79.1% 73.9% 93.4% B

28 年間66回 200回 228回 114.0% A

29 22.8% 51.1% 75.5% 147.7% A

30 年間1回 80回 24回 30.0% C

今後の展開
（防災安全課）
（地域福祉課）

○防災出前講座等での啓発や補助金交付等により、引き続き、自主防災組織の設立・活動
支援、防災士の養成を行います。（防災安全課）
○引き続き、関係団体数の増加への取組を続けていきます。（地域福祉課）

2023年度
主な取組と成果

（防災安全課）
（地域福祉課）

○自主防災組織設立に係る費用の補助金を3団体に交付し、自主防災組織設立に努め、新た
に10団体の設立に至りました。さらに、自主防災組織の中心人物として防災士の養成を支
援し、新たに10名が防災士資格を取得しました。（防災安全課）
○避難行動要支援者名簿を提供した団体は、自治会が36団体、自主防災組織が8団体増え、
地域の関係者団体（自主防災組織105、地区まちづくり推進委員会・自治会・町内会105、
社協1）計211団体になりました。（地域福祉課）

2023年度
主な取組と成果

（防災安全課）

○食料等の備蓄品の購入を行い、備蓄整備を推進しました。

今後の展開
（防災安全課）

○能登半島地震を踏まえ、食料等の備蓄目標数量について増量する方針とし、2024年度か
ら増量した数量で備蓄に取り組みます。

総合振興計画
主要施策

総合振興計画
主要施策

2023年度
主な取組と成果

（防災安全課）

○10月26日「浜田市いのちと安全安心の日」に、市民による防犯活動の推進を図って「安
全安心まちづくり推進大会」を開催しました。同日、島根県立大学防犯サークルSCOTと協
力し、地域防犯活動を推進するための催し「はまだ灯2023」を開催しました。併せて広報
誌、防災防犯メール等の広報媒体を活用した防犯活動の啓発を行いました。
○浜田警察署、浜田市防犯協会とともに、国府地区を「ながら見守りモデル地区」に指定
し、地域の防犯活動推進を図りました。
○交通安全教室や防災イベントなど、あらゆる機会を通じて、防犯出前講座としての啓発
活動を実施し、防犯意識の高揚を図りました。
○防災出前講座や、警察が実施する防犯・交通安全講座との連携により、前年度と比較す
れば件数は増加しましたが、市で防犯出前講座を実施していることについて、市民への周
知が不足していたため、目標達成率が伸び悩みました。

今後の展開
（防災安全課）

○2024年10月26日「浜田市いのちと安全安心の日｣には、島根県立大学防犯サークルSCOTと
協力し、市民による防犯活動の推進を図ります。
○防犯出前講座については、案内チラシを改善して周知を強化するとともに、件数の多い
防災出前講座と共催するなど、様々な機会を利用し、幅広い世代の市民に対する防犯啓発
活動として実施します。

代表的な目標

自主防災組織の組織率の増加
(世帯数に対する組織された地域の世帯数の割合)

防災出前講座の開催回数の増加
(講座の年間開催回数の令和4～7年度の累計)

総合防災訓練等への自主防災組織の参加率
(総合防災訓練等に参加した自主防災組織の割合)

防犯出前講座の開催回数の増加
(講座の年間開催回数の令和4～7年度の累計)
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２　結びつきやネットワークの強化に係る取組

A　地域公共交通

ア　地域公共交通網の連携と生活交通の確保

高齢者等のニーズに応じた交通手段の確保

効率的で持続可能な交通体系の構築

利用しやすい交通環境の整備

策定時
現状値

（2020年度）
目標値

（2023年度）
実績値

（2023年度）
達成率
（％）

進捗評価

31 3団体 10団体 18団体 180.0% A

32
年間

3,176人
8,000人 6,668人 83.4% B

今後の展開
（まちづくり社会教育課）

2023年度
主な取組と成果
（地域活動支援課）

○コミュニティワゴン運送支援事業では、自治会輸送を行う町内会等に対して補助金を交
付しました。（3団体）
○あいのりタクシー等運行支援事業では、実施した地区まちづくり推進委員会に対して補
助金を交付しました。（15団体：88件）
○70歳以上の方に加え、69歳以下の障害者手帳保持者に対して敬老福祉乗車券の販売を行
いました。（交付率：20.4％）

今後の展開
（まちづくり社会教育課）

○より地域の実情に応じた事業実施ができるよう相談対応を含め支援を行っていきます。
○あいのりタクシー等運行支援事業については、未実施地域での導入を目指した取り組み
を実施していきます。

総合振興計画
主要施策

代表的な目標

交通手段の確保に取り組むまちづくり活動団体数の増加
(コミュニティワゴン運送支援事業又はあいのりタクシー
等運行支援事業を活用して交通手段の確保に取り組むま
ちづくり活動団体の数)

敬老福祉乗車券交付事業の申請者数の増加
(敬老福祉乗車券交付事業の申請者数の令和4～7年度の累
計)

○安全な運行と利用しやすい環境となるため、バス停整備及び車両更新を継続して実施し
ます。
○活性化協議会では、公共交通の状況を共有し、より利便性の高い公共交通を実現できる
よう検討していきます。

○民間路線バス運行事業者への継続した支援を行うとともに、利用促進にも取り組み、交
通の維持確保に努めます。
○生活路線バス及び予約型乗合タクシーについては、廃止や運行時間の変更等、利用状況
を踏まえ、より効率的、効果的な交通体系が構築できるよう見直しを行います。
○予約型乗合タクシーは、2024年度に2地区を新設、2地区を廃止、1地区で時間変更を行い
ました。

総合振興計画
主要施策

2023年度
主な取組と成果
（地域活動支援課）

○バス停の破損状況に応じて、修繕等整備を行いました。（5か所：金城1か所、旭1か所、
三隅3か所）
○年数、距離等の車両状態を踏まえ、更新を行いました。（1車両）
○活性化協議会が法定協議会に移行し、2024年度から6年間の地域公共交通計画の策定検討
を行いました。公共交通活性化協議会事業（三隅フェスティバル臨時バス運行事業、利用
促進事業：2事業）

総合振興計画
主要施策

2023年度
主な取組と成果
（地域活動支援課）

○民間路線バス運行事業者に対して、運行支援を目的とした補助金を交付しました。（2事
業者）
○浜田市内各地域において生活路線バス、予約型乗合タクシーの運行を実施しました。
（生活路線バス運行事業：21路線、予約型乗合タクシー運行事業：15路線）
○生活路線バスは、旭浜田路線（今市浜田線）及び旭路線（戸川線）において、高校生の
通学者が増加したことにより実績増となっています。
○予約型乗合タクシーの定期利用者の減少により、目標を下回る実績となりました。

今後の展開
（まちづくり社会教育課）

主な事業・取組
□路線バス確保対策事業
□生活路線バス運行事業
□予約型乗合タクシー等運営事業
□地域公共交通確保対策事業
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33 22,760人 22,760人 32,617人 - A

34 3,816人 3,816人 3,116人 - C

35 6か所 11か所 15か所 136.4% A

36
年間1事

業
6事業 5事業 83.3% B

Ｂ　デジタル・ディバイドの解消に向けたＩＣＴインフラ整備

ア　高速情報通信基盤の整備

情報通信基盤の充実と推進
総合振興計画

主要施策

生活路線バスの利用者数の維持
(生活路線バスの年間利用者数)

予約型乗合タクシーの利用者数の維持
(予約型乗合タクシーの年間利用者数)

環境整備を実施したバス停数の増加
(市がベンチや上屋の設置等、環境整備に取り組んだバス
停数の平成28年度以降の累計)　(目標値見直し)

公共交通利用促進策の増加
(公共交通の利用促進を図るために取り組む事業数の令和
4～7年度の累計)

主な事業・取組
□高速情報通信基盤整備事業
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策定時
現状値

（2020年度）
目標値

（2023年度）
実績値

（2023年度）
達成率
（％）

進捗評価

37 3,650件 4,370件 4,848件 110.9% A

Ｃ　道路等の交通インフラの整備

ア　生活幹線道路の整備

山陰道・浜田道の整備促進

市道や農林道の改良・長寿命化

2023年度
主な取組と成果

（建設整備課）
（維持管理課）

○市道の拡幅改良を計画的に実施しました。（建設整備課）
○市道小国峠線の橋梁架け替えについて、河川管理者と協議を行い、架橋設計が完成しま
した。（建設整備課）
○市道戸地線の大規模な掘削、法面工事を実施しました。（建設整備課）
○長寿命化修繕計画に基づいて、定期点検、診断及び必要な修繕を実施しました。（維持
管理課）

総合振興計画
主要施策

○引き続き、市内各地域の引込宅内工事を行い、2024年度の完了を目指します。
○リニューアルした「マイタウンはまだ」について、より幅広い世代が興味を引くような
番組となるよう石見ケーブルビジョンと協力しながら内容の改善等を図っていきます。

2023年度
主な取組と成果

（建設企画課）

○浜田道4車線化については、事業化した旭ＩＣ～大朝ＩＣ（11.2ｋｍ）区間の事業推進と
未事業化区間の事業化を国土交通省へ要望活動を行いました。
○三隅益田道路の2025年開通予定と、山陰道の早期全線開通について、国土交通省等への
要望活動を行いました。

今後の展開
（建設企画課）

○浜田道4車線化については未整備区間の事業化に向けて、山陰道については引き続き三隅
益田道路の計画通りR7開通と、山陰道の早期全線開通について、要望活動に取り組みま
す。

主な事業・取組
□浜田駅周辺整備事業
□小国峠線道路改良事業【橋梁架け替え】
□戸地線道路改良事業
□戸地線道路改良事業
□白砂１号線道路改良事業
□三隅益田道路建設附帯事業

代表的な目標

2023年度
主な取組と成果

（政策企画課）

○市内各地域の引込宅内工事を行うとともに、インターネットの加入者数の増加に努めま
した。
○市内ケーブルテレビ統合に伴い、「週間タウン情報」を「マイタウンはまだ」と改名
し、全地域を対象とした新番組として放映を開始しました。
　主に、地域の催しや活動などにスポットを当て、地域間交流の活性化や地域愛の醸成を
図ることができました。

今後の展開
（政策企画課）

インターネット加入件数の増加
(ケーブルテレビの通信回線契約世帯数)
(目標値見直し)

総合振興計画
主要施策
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策定時
現状値

（2020年度）
目標値

（2023年度）
実績値

（2023年度）
達成率
（％）

進捗評価

38 50% 57% 48% 84.2% B

39 0% 19% 15% 78.9% B

40 31% 43% 41% 95.3% B

41 40% 55% 57% 103.6% A

42 70% 73% 72% 98.6% B

43 51% 86% 80% 93.0% B

今後の展開
（建設整備課
（維持管理課）

○より早期に整備が完了するよう、工法検討を適切に行い、事業の進捗を図ります。（建
設整備課）
○定期的な点検、診断及び必要な修繕を確実に実施し、道路施設の長寿命化を推進しま
す。（維持管理課）

三隅益田道路の整備
(三隅益田道路（15.2km）を令和7（2025）年度までに供
用開始する。)

市道浜田527号線道路改良（整備延長450ｍ）
(【浜田地域】浜田駅周辺の市道を整備し、駅南北の連絡
を円滑にする。)

市道小国峠線道路改良（橋梁架け替え1橋）
(【金城地域】老朽化した谷口橋の架け替えを行う。)

市道戸地線道路改良（整備延長1,400ｍ）
(【旭地域】集落間を結ぶ幹線市道の整備を行う。)

市道門田線道路改良（整備延長675ｍ）
(【弥栄地域】集落間を結ぶ幹線市道の整備を行う。)
(目標値見直し)

市道白砂1号線道路改良（整備延長1,400ｍ）
(【三隅地域】急カーブ、狭小市道の改良及び集落の環状
機能の充実を図る。)

代表的な目標
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Ｄ　地域の生産者や消費者等の連携による地産地消 

ア　地産地消の推進

儲かる農業の推進

食育と健全な体づくりの推進

策定時
現状値

（2020年度）
目標値

（2023年度）
実績値

（2023年度）
達成率
（％）

進捗評価

44 61.9% 80.0% 85.8% 107.3% A

代表的な目標

学校給食での地域食材利用率の増加
(市内小中学校の給食における地元食材利用率)

今後の展開
（教育総務課）

○2023年度は、浜田市オーガニックビレッジ宣言に基づき、有機米を学校給食に取り入れ
るなど、引き続き地元産品の活用を意識した献立の作成を行い、地域食材率の増加に努め
ます。
○また、地元の食材を使って食育指導を行い、地域の食材や産業を知り、食への感謝の気
持ちを育てます。

総合振興計画
主要施策

総合振興計画
主要施策

2023年度
主な取組と成果

（教育総務課）

○地元産品の活用を意識した献立の作成を行い、地域食材率の増加に努めました。
○弥栄地域で栽培されたアイガモロボットの実証実験により栽培された「アイガモロボ
米」の提供や小学校6年生と中学校3年生を対象に卒業記念として思い出に残る給食となる
ことを願い、浜田産のどくろ（尾頭付き）を提供しました。

主な事業・取組
□ＢＵＹ浜田推進事業

2023年度
主な取組と成果

（農林振興課）
（商工労働課）

○担い手等育成支援について、担い手育成事業を17件（17,760千円）、産地振興事業を19
件（4,179千円）実施しました。（農林振興課）
○ふるさと農業研修生育成事業については、2023年4月に1人（1,800千円）、研修を行いま
した。（農林振興課）
○中核的経営体等育成支援事業については3件（3,721千円）支援しました。
○学校給食でのＰＲや市内小中学校でＢＵＹ浜田についての講習を実施しました。（商工
労働課）

今後の展開
（農林振興課）
（商工労働課）

○引き続き、所得目標を達成できる経営体を育成するため、有機農業の普及拡大や、各種
補助事業による支援、就農希望者の確保や新規就農者の育成等を行います。（農林振興
課）
○引き続き、学校給食や市内小中学校でＢＵＹ浜田運動についての周知に努め、浜田産品
の消費拡大を図ります。（商工労働課）
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E　地域内外の住民との交流・移住促進

ア　定住施策の充実

Ｕ・Ｉターン定住支援制度の充実

関係人口との協働による課題解決の推進

策定時
現状値

（2020年度）
目標値

（2023年度）
実績値

（2023年度）
達成率
（％）

進捗評価

45 327件 368件 841件 228.5% A

46
年間209

人
420人 395人 94.0% B

47 125人 160人 173人 108.1% A

48 年間10件 20件 33件 165.0% A

代表的な目標

Ｕ・Ｉターン相談件数の増加
(定住相談、空き家バンク制度等を通じた年間相談件数)

Ｕ・Ｉターン者数の増加
(島根県人口移動調査による、本市のＵ・Ｉターン者数の
令和4～7年度の累計)

浜田応援団員数の増加
(浜田応援団の登録者数の令和2年度以降の累計)

関係人口による応援活動件数の増加
(応援団員が実践する応援活動件数の令和4～7年度の累
計)

総合振興計画
主要施策

2023年度
主な取組と成果

（定住関係人口推進課）

○2023年度は応援活動が15件あり、浜田市内だけでなく、市外で行うイベントの手伝い等
の応援活動も行いました。

今後の展開
（定住関係人口推進課）

○引き続き応援活動に取り組むと共に、「てご」をしていただける方が増えるよう活動内
容の充実・周知を行います。

主な事業・取組
□定住相談事業【定住相談員配置、定住フェア参加】
□関係人口創出拡大事業
□音楽を核とした定住促進事業

2023年度
主な取組と成果

（定住関係人口推進課）

○特定地域づくり事業を活用し、若手音楽家の移住促進に取り組みました。地元事業所へ
の就職など、定着にも繋がりました。さらに、音楽指導に秀でた地域おこし協力隊員等に
よる市内中学校や高等学校への部活動指導や、小学校から大学生まで幅広い年代による
オーケストラの指導など、「音楽」を通じた地域活性化に繋がりました。
また、移住者インタビューや各種支援情報等を移住定住情報サイト「はまだぐらし」に掲
載し、移住検討者が望む情報を円滑に取得できるよう努めました。

今後の展開
（定住関係人口推進課）

○引き続き、若手音楽家の移住促進と地域活性化に繋がるよう、支援を行うとともに、移
住検討者が望む情報の掲載を随時行い、移住促進を図ります。

総合振興計画
主要施策
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イ　空き家の利活用

空き家を有効活用した定住支援

策定時
現状値

（2020年度）
目標値

（2023年度）
実績値

（2023年度）
達成率
（％）

進捗評価

49 74件 82件 75件 91.5% B

50 53件 59件 60件 101.7% A

総合振興計画
主要施策

主な事業・取組
□はまだ暮らし住まい支援事業【空き家バンク】

代表的な目標

空き家バンク登録件数の増加
(空き家バンクへの年間登録物件数)

空き家バンク登録物件に係る契約件数の増加
(空き家バンク登録物件のうち、年間契約物件数)

2023年度
主な取組と成果

（定住関係人口推進課）

○専用ホームページや市報、浜田地域以外の4地域にチラシを全戸配布するなどによる制度
の周知や、空き家相談員を中心とした丁寧な相談対応に努め、空き家バンク登録物件の入
居率は約88％となりました。
○空き家改修補助金については、Ｕ・Ｉターン者かつ39歳以下の若者の補助上限額を拡充
し、若者の定着支援を行いました。

今後の展開
（定住関係人口推進課）

○空き家バンク制度の認知度が高まっているため、引き続き、制度周知、空き家相談員を
中心に丁寧な相談対応及び空き家バンク協力業者との連携に努め、空き家の利活用促進を
図ります。
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３　圏域マネジメント能力の強化に係る取組

Ａ　宣言中心市等における人材の育成

ア　人材の育成

地域間交流、国際交流の推進

人づくりと推進体制の整備

総合振興計画
主要施策

2023年度
主な取組と成果

（定住関係人口推進課）

○国際交流活動を行う民間団体へ支援を行いました。

今後の展開
（定住関係人口推進課）

○引き続き民間団体へ支援を行うとともに、活動内容について相談に応じ、多文化共生社
会の実現に努めます。

主な事業・取組
□大学を核としたまちづくり推進事業
□まちづくり総合交付金事業
□浜田国際交流協会助成事業
□男女共同参画推進事業
□地域づくり振興事業
□協働推進事業

2023年度
主な取組と成果
（地域活動支援課）

（まちづくり社会教育課）

○協働研修会及びまちづくりフォーラムを実施し、市民及び市職員の協働のまちづくりに
対する意識の醸成を図りました。（地域活動支援課）
　①協働推進研修会の実施（計4回）
　　・対象：協働推進員
　　　　　　（対面型、オンデマンド型　各1回）
　　・対象：市職員（全職員）
　　　　　　（オンデマンド型　2回）
　　・対象：地域協議会（浜田地域）　1回
　②協働のまちづくりフォーラムの開催
　　・対象：市民、まちづくり活動団体等（1回）
○まちづくりへの機運の醸成を図るため、職員研修を定期的に実施し、各まちづくりセン
ターが発行するセンターだよりを市ホームページに掲載し情報提供を行いました。
　また、10のまちづくりセンターでＳＮＳを活用し、まちづくりセンター事業、地区まち
づくり推進委員会の企画及び事業等の情報提供を行いました。（まちづくり社会教育課）
○はまだっ子共育推進事業等により、地域の人材育成を図り、まちづくりセンターの改修
や整備については適切に行いました。（まちづくり社会教育課）

今後の展開
（まちづくり社会教育課）

○協働に関する研修会やまちづくりフォーラム等を継続して開催し、職員を始め、市民等
の協働のまちづくりへの機運の醸成を図ります。
○「協働のまちづくり推進計画」に掲げる取組を進めるとともに、各年度における取組実
績を取りまとめ、進捗状況の検証を行います。
○引き続き、まちづくりセンター職員に定期的な職員研修や情報提供を実施し、人づくり
と推進体制の整備を図ります。

総合振興計画
主要施策
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地域自治の強化

高等教育機関と市民との交流推進

高等教育機関の知的資源活用

政策や方針決定過程への男女共同参画の推進

2023年度
主な取組と成果

（人権同和教育啓発セン
ター）

○関係団体から、各種審議会への委員就任に対し、理事だけではなく構成員からも就任し
てもらうなど、幅広く声がけをし、積極的に就任していただきました。
○各審議会において、委員就任を依頼する際、男女共同参画の視点で委員を推薦していた
だけるよう、各担当課において、依頼文等で配慮するよう働きかけました。徐々に庁内
で、男女共同参画の視点での委員就任を意識する傾向になっています。

今後の展開
（政策企画課）

○事業を通じて地域との連携を推進し、高等教育機関とのまちづくり実現に向けた支援を
行います。
○広報等を通じて島根県立大学の情報発信を継続して行います。

総合振興計画
主要施策

2023年度
主な取組と成果
（地域活動支援課）

○大学等高等教育機関と連携したまちづくり推進事業補助金により、高等教育機関の学生
や教員と市民活動団体との交流事業を支援しました。（16団体）
○島根県立大学生が地域で取り組まれいている活動発表の場として、まちなかキャンパス
を開催しました。
○広報はまだに毎月、県立大学Newsを掲載し、県立大学の活動等を市民等が身近に感じる
取組を行いました。

総合振興計画
主要施策

2023年度
主な取組と成果

（地域活動支援課）
（まちづくり社会教育

課）

○まちづくり総合交付金制度の中間検証に伴い交付対象団体へのアンケート調査を実施
し、制度の見直し検討を行いました。また、交付金により、住民主体によるまちづくり活
動を支援しました。（まちづくり総合交付金：114団体、課題解決特別事業：6団体7事業）
（地域活動支援課）
○地域づくり振興事業補助金により、町内会等が行う自治集会所等の改修、防犯灯や防犯
カメラの設置等に対する補助（205件）を行いました。（地域活動支援課）
○町内会・自治会加入に関するチラシを転入者や高等教育機関の学生に配布するなどし
て、加入促進に取り組みました。（地域活動支援課）
○地区まちづくり推進委員会の設立に向けた各地区の取組に対し、まちづくりコーディ
ネーター、まちづくりセンター、関係課等と連携して支援しました。まちづくりコーディ
ネーターがヒアリング等を行い、設立に向けた定例会議の開催調整や事業実施の支援を
行った結果、2024年度上期に3団体の地区まちづくり推進委員会が立ち上がる見通しとなり
ました。（地域活動支援課）（まちづくり社会教育課）
○まちづくりコーディネーターの取組を見える化するため、まちづくりコーディネーター
通信を4半期に1回発行しました。また、まちづくりコーディネーターのFacebookと
Instagramを通じて、情報発信を行いました。（投稿回数　77回）（まちづくり社会教育
課）

今後の展開
（まちづくり社会教育課）

○まちづくり総合交付金事業や地域づくり振興事業等の財政的支援を引き続き行うととも
に、浜田地区及び石見地区の地区まちづくり推進委員会の設立に向けて、まちづくりコー
ディネーター、まちづくりセンター、関係課等と連携し地域の実情に応じた組織化への働
きかけをを行います。
○町内会等の活動や役割を広く周知し、町内会への加入を促進します。
○2023年度の活動を必要に応じて随時見直しを図り、引き続き、各まちづくりコーディ
ネーターの専門分野を生かして各地域の課題解決に向けた支援を行います。

総合振興計画
主要施策

2023年度
主な取組と成果
（地域活動支援課）

○市の課題について県立大学との共同研究を行いました。（7件）
○島根県立大学学生研究奨励事業では、学生の研究に対して奨励金を給付し、支援を行い
ました。（奨励金10件、報奨金5件）

総合振興計画
主要施策

今後の展開
（人権同和教育啓発セン

ター）

○庁内において、各種審議会等への委員就任には、男女共同参画の視点で幅広い意見が反
映されるよう、女性就任率を具体的に示す等の取組を考えていきます。
○引き続き、庁内連絡会を始め、あらゆる機会をとらえて、女性委員ゼロの委員会をゼロ
にする取組を継続していきます。

今後の展開
（政策企画課）

○県立大学との共同研究を引き続き行い、市の課題解決、施策への反映を促進します。
○学生の研究意欲の増進と活動支援として研究奨励事業を継続して行います。多くの学生
に申請を促すため、周知を強化します。
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策定時
現状値

（2020年度）
目標値

（2023年度）
実績値

（2023年度）
達成率
（％）

進捗評価

51 年間2回 12回 11回 91.7% B

52 年間1件 11件 21件 190.9% A

53 年間6件 12件 13件 108.3% A

54
年間2事

業
6事業 6事業 100.0% A

55 23.5% 40.0% 28.4% 71.0% B

56 78.0% 100.0% 82.9% 82.9% B
政策や方針決定過程における女性の参画拡大
(女性委員を含む各種審議会等の比率)

政策や方針決定過程における女性の参画人数の増加
(各種審議会等への女性の参画率)

代表的な目標

人材育成研修会等の開催回数の増加
(地域リーダーの育成及び協働のまちづくりの推進に関す
る研修会の年間開催回数の令和4～7年度の累計)

大学等高等教育機関と連携したまちづくり推進事業補助
金の申請件数の増加
(大学等高等教育機関と連携したまちづくり推進事業補助
金の申請件数の令和4～7年度の累計)

島根県立大学との共同研究実施件数の維持
(島根県立大学との共同研究実施件数の令和4～7年度の累
計)

共同研究等の成果を活用した事業数の増加
(共同研究等の成果を活用して実施した新規事業及び改善
等を行った既存事業の数の令和4～7年度の累計)
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